
パラナピアカーバの鉄道遺産 Paranapiacaba 

パラナピアカーバの象徴的な

時計台とアプト式のシュタッド

ラー He4/4 形電気機関車。 

博物館内部にここの紹介地

図がありました。 

ポ

ルトガル語だと分かりにくい

気がするので、勝手に訳を

つけました。 

 

凡例の部分です。 

 

Mercadinho とは小さな市

場。まぁ、簡単にいえば単

なる商店です。 

 

Parte Alta(上部)または、Vila 

Alta(上の町)と呼ばれるエリ

ア。現在の街の機能はほと

んどここにあります。 

 

上の町には主にポルトガ

ル、スペイン、アラブ系の移

民が、それに対し線路と同じ

平地にはイギリス系の鉄道

関係者が住んでいました。 

 

Parte Alta(上部)または、

Vila Alta(上の町)から見た

下の町。いかにも鉄道で発

展した町、と言う感じです。 

Parte Alta(上部)または、

Vila Alta(上の町)の歩道。

今は寂れて単なる山間の

街にすぎなくなってしまい

ました。 

 

跨線橋から見たサントス方

面。右側が現在も使ってい

る線。真ん中奥が鉄道博

物館。左手には現行の貨

物と廃棄車両があります。 

駅と操車場全景です。真ん

中に見えるのが時計塔。か

つての旧駅舎にあったイギリ

ス製の時計を移設したとのこ

と。 

こ町を横断する跨線橋。自

由通路で誰でも渡れます。

真っすぐが下の街、左側の

斜面を降りると SL 乗り場、

博物館。 

 

バイクの人達も押して跨線

橋を渡っています。もしここ

を通らないとすれば、数キロ

南の長大な踏切を渡らなく

てはならないのでここを通る

のが一番。 

パラナピアカーバは”霧の

街”と言わます。海岸から

吹く風がここで一気に上が

ってくるため、常に霧に包

まれる状態になりやすいの

です。（これも霧が多い軽

井沢と同じ状況） 

「上の街」から「下の街」へ

は車が通れる道が通じて

いません。そこで車で行く

場合、かなり手前から線路

を横切る必要がでてきま

す。 

 

現在の運行会社 MRS の機

関車が出発準備をしていま

す。 

左側の架線付きの線路は、

現在は営業を休止してしま

っているサンパウロ都市近

郊路線 CPTM の線路。この

写真は踏切の真ん中で撮っ

ています。 

これが CPTM の線路。こん

なに整備してあるのに使わ

ないのはもったいない・・・。 

この踏切は操車場の途

中。大型機関車も右往左

往？していて、とても楽し

い場所です。 

この機関車はサンパウロよ

り内陸専用の「上の機関

車」。海岸方面までは行け

ません。勾配が急すぎるの

で「上の機関車」「下の機関

車」と分けその間を峠の特

殊なシステムで貨車・客車

だけを上下する方式です。 
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輸

送される物資は様々。鉱物

資源が豊富なブラジルです

ので、鉄鉱石、鉄鋼なども大

量に輸送されています。 

 

堂々たる貨物列車。サンパ

ウロ州の隣、ミナスジェライ

ス州（MG）は鉱物資源の宝

庫ですので、そこからの鉱石

列車などが多数運転されて

いるようです。 

さ

て、「下の街」の様子を見て

いきましょう。霧の中の探索

ですが。 

この引き込み線はメンテ

ナンス向上に向かう線と

の事。この先にイギリス人

技術者の家などがありま

した。 

サンパウロの台地側の終点

で機関車が常に大量に出入

りしていたので様々な遺構

が残っています。広場には

車両を整備する点検台も残

っていました。 

ターンテーブルもあります。

さびだらけですが、現在も使

用できる程度には維持され

ています。 

ポイント切り替え機。霧だら

けの非常にさびやすい環境

ですが、それなりに整備され

ていて、今も時折使われてい

る様子がうかがえます。 

 

Antigos galpões do SENAI 

Ferroviario とは、SENAI 鉄

道の古い倉庫群、という意

味。 

か

つて荷物車が荷降ろしを

した場所だと思われます。 

跨

線橋を渡りきった場所にあ

る食堂。パラナピアカーバは

海岸山脈のトレッキングの

スタート地点となっており、ト

レッキング目的の観光客を

呼び寄せようとしています。 

自由

通路になっている跨線橋。人

が歩いているのは体験 SL

が走っている線路のとなり。

一般は立ち入り禁止っぽい

のですが、ブラジルですの

で、歩きたい人は歩いていい

場所のようです。 

こ

こが博物館側から見た体験

SL が走る線路です。 

 

 

跨線橋からみた博物館方

面。上の写真と反対の位置

から見た様子です。 

 

ここが博物館。かつての

巻き上げ装置があった場

所がそのまま博物館にな

っています。手前が新線

用の 5 号機。奥が旧線用

の 4 号機です。 

 

博物館側からみた駅方面。

鉱石を積むホッパー車が連

なっています。 

 

体験 SL の客車と、今は使

われていないパナナピアカ

ーバ駅のホーム。客車のと

なりの道は博物館へ向かう

移動路。 

 

博物館もあるそうです。ワク

ワク！ 
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【パラナピアカーバ鉄道博物館    Museu ferroviário de Parapiacaba 】 通称 インクライン博物館 MUSEU FUNICULAR の様子 

 

Funicular とは直訳するとケ

ーブルカーなのですが、日

本語ならば「インクライン博

物館」でしょうか。営業時間

は SL 列車と同じ。週末の

16：00 までようです。 

 

博物館は SL 乗り場の横か

ら歩いていきます。写真の

右側が跨線橋から降りてく

る斜面。真ん中が SL が走

る線路、そして左側の道が

博物館への通路。 

 

自分が訪れたこの日は大

雨。ものすごい雨の中でし

たので、良い写真が撮れま

せんでした。歩く通路もドロ

ドロです。 

 

来場者の皆様へ と書かれ

た紙.「ここは ABPF が管理

しています」とのこと。入場

料は確か SL 列車と込みで

R$10 つまり 500 円弱だっ

た気がします。 

 

まず掲げてあったのが、

「Recomendações aos 

visitantes 訪問者へのオ

ススメ」何が書かれている

のだろうとみてみると・・・ 

 

na vila  preserve o patrimônio 

histórico e arquitetônico evite 

barulho ou algazarra pois à vila e 

ocupada por operários 

quetrabalham em regime de 

turnos 都会の喧騒に疲れた

都会人が雑音から解放され

る場所、としての説明。 

RFFSA の図。RFFSA とは

Rede Ferroviária 

Federal,Sociedade Anônima 

連邦鉄道ネットワークとでも

言うのでしょうか？ブラジル

国内の鉄道を国有化しよう

とした組織で 1957 年～1998

年まで存在していました。 

 

44 の鉄道組織を統合し完

全国有化しようとしたみたい

でしたが、解散してしまいま

した。サンパウロ付近にも

非常に細かな鉄道網が敷

かれていたことが分かりま

す。 

 

「踏切」あなたは停まること

ができるが、列車は停まれ

ない、という RFFSA 時代の

ポスター。鉄道網の近代化

に失敗したブラジルは後に

自動車へとシフトし道路整

備網の拡充を図ることにな

ります。 

 

Imigracao 移民 と銘打っ

たポスター。移民時代と鉄

道が紹介されています。何

かのイベント用ポスターの

ようです。 

 

博物館内部です。様々な展

示物が整備されています。 

 

すみません。知識がなくて

何をする機械かわかりませ

ん。ケーブルを巻き上げる

機器の一部だとは思います

が・・・。 

 

博物館内部には、往時の衣

装で撮影できる場所があり

ました。ABPF の運営資金

になるので、ぜひ、と思いま

したがやめてしまいました。 

 

上の機械を反対から見たと

ころです。 

 

レール、ポイント、継ぎ手、

そしてケーブルやそれに関

わる機器を修理していた様

子がわかります。 

 

HO ゲージの鉄道模型レイア

ウトがありました。ブラジルで

これは貴重だと思います。ブ

ラジルでは「模型店」というも

のを見たことがありません。 

 

これがインクラインの心臓部

の展示。レールの間にワイ

ヤーが通っていて、これが

列車を引き上げる仕組みで

す。 

 

列車を引き上げるにして

は、細いワイヤーに見えま

すが、これが適当な大きさ

なのでしょう。 

 

横から見た様子。 

 

なんだろう。溶接機の類で

しょうか？ 
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一見、ガイコツ？と思いまし

たが、なんのことはない古い

モーター類です。 

 

これが巻き上げ機の本体。

これは旧線 (Serra Velha:セ

ーハ・ヴェーリャ)で使われて

いたものです。 

 

大きなシリンダーが２本。そ

の真ん中に巨大なフライホ

イールがあります。一機の

出力は 1000hp.でも実際に

は最大 951hp だったらしい。 

 

港町サントスまでの間にこう

した巻き上げ機が旧線で 4

区間、新線で 5 区間に分か

れてあったようです。 

 

そしてフライホイールから

伸びた鋼鉄ケーブルの先

には・・・ 

 

旧線用のブレーキ車「Serra 

breque セハブレーキ」が繋

がっています。この木造の

「Serra breque セハブレー

キ」は旧線用。 

 

この「Serra breque セハブレ

ーキ」が列車編成のかなめ

になります。下りの時は先頭

に。登りの時は最後尾につ

き、列車の登坂を助けるの

です。 

 

新線用には動力のついたも

のが使われました。というの

も 5 つのセクションを通過す

るのにブレーキ車が自走で

きるとその効率は劇的に向

上するからです。 

 

旧線が開通したのが 1867

年。開通時の車両ではない

と思いますが、この車体も古

いはずです。木造ですが、

大切に保管するために屋根

を設けたことが分かります。 

 

120t もの列車を支えるた

めに台枠をさらに補強し

てあります 

 

車体は可愛いのですが、下

回りが頑丈にできていること

がよくわかります。 

 

これが旧線用の巻き上げ機

械棟の全体図。正式には 

4° CASA DE MAQUINA 

para Serra Velha （旧線用 

第 4 機械棟）と言います。 

 

かろうじて 4° MAQUINA と

残っています。MAQUINA マ

キーナとは英語で言う

Macine(マシーン)のこと。つ

まり単なる「機械」という意味

です。穴があいて朽ち始め

ていますが、旧線の開通が

1867 年なので、この建物も

かなり古いと思われます。 

 

なぜ 4 番なのかと言います

と、旧線 Serra Velha セー

ハ・ヴェーリャは、4 つのセク

ションに分かれて、ケーブル

を引っ張っており、海から数

えていくとこのパラナピアカ

ーバのものが最終の 4 番目

だったから。言いかえるとス

キー場のリフトにしたから順

番に支柱に番号がついてい

るのと同じことです。これが

新線は 5 つのセクションに

分かれていますので、ここに

あるのが、第 5 号機、という

ことになります。 

 

さて、今度は新線の展示

物を見に行きましょう。全

然関係ないのですが、カ

ンポス・ド・ジョルドン 

Campos do Jordão とい

うサンパウロ州のちょっと

した避暑地のポスターが

あったので紹介。（この町

にも行ってみましたが、保

存鉄道が走っていまし

た。いずれまた紹介しま

す） 
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それでは新線の第 5 機械棟 

5°CASA DE MAQUINA 周

辺を見てみましょう。新線の

開通は 1900 年ですので、こ

の建物も 100 年以上前のも

のだと思われます。 

 

大きなフライホイールもあり

ました。ではこの中を見てみ

ましょう。 

 

新線のインクラインシステム

が廃止されたのが 1982 年。

まだそれほど、時間はたって

いませんので、新線用のい

ろいろはそれなりにきれいで

す。中には車両が展示され

ていました。 

 

おお、蒸気機関車が展示さ

れています。 

 

車軸配置は 4-4-0。日本

で言うなら B 型のタンク

車。 

 

ゲージは 1.6ｍ。ここで使わ

れていたものです。 

 

解説がありました。「機関

車」 サントス-ジュンジャ

イ線の初期の蒸気機関

車。本線および入れ替え

用。イギリス、シャープ＆

シュツワット社

sharp.Stewart & co。 

1962 年製 No15 

 

これも体験用 SL と同じメーカ

ーだったんですね。システム

も車両もイギリス製ばかりで

す。 

 

丁寧な作りの二軸客車です

が、作りからしてかなり初期

のものに見えます。なんだろ

うと思い解説を見ると・・・ 

 

「御料車」皇帝ドン・ペドロ

二世が使っていた御料車。

けん引していたのは No15

の機関車。1879 年ブラジ

ルで製造。サンパウロ鉄道

所有。皇帝陛下の車でし

た。しかも 15 番といえば上

の機関車です。つまりこの

２両セットで「お召し列車」と

いうことのようです。 

 

では、このちょっと凝った作

りの木造客車は何だろうと

思うと

「霊柩車」 

葬儀に使う車両。1907 年。

ブラジル・サンパウロ製。サ

ンパウロ鉄道所有車。 

 

 

今度は霊柩車です。よく見

ると内部にはベッドらしき

ものが。カトリック教徒が

大部分を占めるブラジル

では、今も土葬することも

多くあります。・・・きっとい

ろいろな場面でこれが必

要になった、とのことでしょ

うか？ 

 

かわいい蒸気機関車。 

 

イギリスのカー・スチュアート・

アンド・カンパニー Kerr, 

Stuart and Company 製。石

炭運搬用蒸気機関車。1907

年製造。軌間は 0.6ｍ とのこ

と。おお！このカー・スチュア

ート・アンド・カンパニー とい

えば、後述のロコブレーキを

製作した会社です。 

 

蒸気機関車の動輪でしょう。

緑色の塗装が謎ですが。 

 

機関車用動輪。直径

914mm。材質、鋼鉄。 

見れば分かるような・・・ 

 

よく見ると、1.6m のレール

の中に、0.6m 軌道がありま

した。 

 

 

細かな解説を忘れてしまい

ましたが、ケーブルを敷設

するのに使った車両のよう

です。 
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SL 列車から見た風景です。

巨大な巻き上げ機に蒸気を

送るためのボイラー室だっ

たと思われる場所がありま

す。 

 

給水のための水タンクだ

と思われます。 

 

周辺はかなり荒廃していまし

た。「1982 年に廃止された」と

きくと、蒸気機関の歴史から

すると最近のように感じます

が、既に 30 年以上も前です。

その間、何のメンテナンスもし

ていないとすれば、こんな感

じになるのでしょう。 

 

ボイラー棟と思われる場所。

こんなに霧が多く、湿度が常

に高い場所に 30 年も放置し

ておけばこんな姿になっても

仕方ないです。 

 

おそらく新線用のフライホイ

ール。旧線は「テールエン

ド」式の巻き上げ方法だっ

たのに対して、新線は「エン

ドレス」方式だったようで

す。つまり上げ下げが常時

行われていたとのこと。ケ

ーブルはフライホイールに

4 回まいてあったそうです。 

 

 

博物館に掲げてあった写真

です。係のお兄さんに「ネッ

トで紹介しても良いです

か？」と言ったら、「こんな

モンでよけれはどーぞ」と

言われたので、紹介してし

まいます。かなり劣化して

いますが、それなりに貴重

な写真だと思います。 

 

1950 年の 5 月。土曜日の

午後。0.6m ゲージの線路

をドイツのヘンシェル製の

2-4-2 の車軸配置を持つ

No4 機関車が、サンパウロ

市のタマンドゥアティ駅

Tamanduateí を出たところ

です。これからセーハ・ダ・

カンタレイラ Serra da 

Cantareira に向かいます。

この橋は 1888 年に作られ

ました。 

 

イ

ンヴィルナダ Invernada 駅

で、パラダパノ Parada 

Pano 駅行きの 4 号機関車

を、15 号機関車が交換待

ちをしています。1956 年。 

 

 

1907 年 3 月。ソロカバ駅にて

132 号機関車。アメリカ・ボー

ルドウィン製 3406 型です。 

 

アメリカ・ボールドウイン製 

No6 号機関車。（あとはボ

ケてて読めません・・） 

  

1950 年 5 月。1 号機関車。

サンパウロ市のタマンドゥ

アティ駅 Tamanduateí に

て。 

 

・・・解説がありませんでし

た。詳細不明です。 

 

同じく解説なし。 

 

では、車庫の中の目玉。新

線 Serra nova セーハ・ノ

ーバで使われていたの 

Locobreque ロコブレーキ 

を紹介します。 
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これらは全てイギリスのカ

ー・スチュアート・アンド・カ

ンパニー Kerr, Stuart and 

Company で製造されまし

た。この会社は顧客の事情

に応じ全ての軌間の機関

車をオーダーメイドしてくれ

るので、世界中に様々なタ

イプの機関車が存在してい

ました。新線ができた 1900

年から活躍しています。基

本的には旧線用のブレー

キ車+簡易蒸気機関車です

が運用が格段にやりやすく

なったそうです。 

 

この会社の社史のような資

料にも、SPR (São Paulo 

Railway) and later EFSJ 

(Estrada de Ferro Santos a 

Jundiaí)'s 5 ft 3 in (1,600 

mm) gauge mountain cable 

incline between 

Paranapiacaba and 

Piaçagüera.  

 

サントス-ジュンジャイ線 

EFSJ (Estrada de Ferro 

Santos a Jundiaí)の 14 号

機の銘版。 

「パラナピアカーバと、ピア

アグエラを結ぶサンパウロ

鉄道(SPR)とその後のサン

トスージュンジャァイ線

(EFSJ)の 1.6m ゲージにお

けるインクライン鉄道用機

関車も製造した」と書いてあ

りました。やはり製造会社

にとってもこの車体は世界

でも類を見ないものだった

ようです。 

 

100 年以上前の車両ですが、

この状態でいるということは、

かなり丁寧に整備されている

ことが伺えます。 

 

こちらのロコブレーキ車も

少し整備すれば走りだせそ

うな感じ 

 

というか、整備中の機関庫

をそのまま見学できること

に感動を覚えます。適当と

言うか、自由と言うか・・。す

ごく嬉しいです！ 

 

足回り。斜めにシリンダー

があって、メインロッドが見

えています。整備性も向上

しているようです。 

 

きっと何かの作業の途中な

のでしょう。 

 

何かの資料には「6 両が保存

されている」とあった気がする

のですが、車庫の中には 4 両

のロコブレーキ車が保管され

ていました。あと 2 両はどこだ

ろう？ 

 

直径は小さいですが、6 両

引く程度なのでこれで十分

なのでしょう。 

 

 

 

運転席も覗けそうな感じ。（見

たかったけど・・・やめておき

ました） 

 

一部尻尾が外に出ていま

す。そこだけは風雪に耐え

ている様子がうかがえます。 

 

整備用ピットは今でも使えそ

うな感じ。 

というか、体験用 SL の車庫 

兼 整備場として使っている

ようです。 

 

システムに使われたケー

ブルは、円周 5¼インチ。

麻の芯の上に 6 本の撚

り線で補強し、120ｔの荷

重に耐えられるものだっ

たそうです。 

 

旧線用の機械棟の裏に

は、現在の路線が。ちなみ

にこの路線は旧線のライン

をほぼ使用しているそうで

す。 
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4 号棟の後ろには、救援車両

が。 

 

なかなかこんな車両を見か

けることもありません。 

 

思うと、列車の脱線事故など

も多数あったのかもしれませ

ん。 

 

SL 列車から見た 5 号機

械棟。 

 

銀色の近代的な客車があ

りました。 

 

SL 列車からみた新線用の 5

号機械棟。 

 

歩いていくとこんな感じで

す。 

 

入口の看板には「サントス-

ジュンジャィ鉄道の所有物で

す」と書かれていました。 

 

この奥の車庫には、100

年の時間と共に宝の山

が眠っていました。 

 

5 号機械棟のウラです。 

 

木造の荷物車？が展示（放

置？）されていました。 

 

全ては霧の中・・・。  

今もゆっくりゆっくり時間が流

れている場所です。 

  

パラナピアカーバの SL 列車 

 

ではここで走っている蒸気

機関車列車について紹介し

ます 

 

SL 列車に乗るためには、駅

構内の真ん中にかかってい

る大きな橋を渡って・・・ 

 

橋の真ん中あたりの坂道を

下ると、ほらそこに・・・ 

 

旧式の木造客車が見えてき

ました！ 

 

坂道を下った先に、小さな

券売所があります。ちな

みに、SL 乗車券を買う

と、博物館も見られます。 

 

ホームの壁にはこんな看板

がありました。パラナピアカ

ーバの変遷を大まかに書い

てあります 

 

やってきたのはこんな機関

車。テンダー（炭水車）がない

タンク機関車です。 

 

水タンクがボイラーの上に

かかる”サドルタンク”と呼ば

れるタイプです。 

 

銘版を見ると SHARP 

STEWART 1867。初期の蒸

気機関車のトップメーカー、

名門シャープ・スチュアート

社が 1867 年に作った機関

車です。今から 150 年前！

の老体です。 

 

この シャープ・スチュアー

ト社は、1872 年の日本の

鉄道開業時に導入された

蒸気機関車 10 両のうち 4

両（後の鉄道院 160 形）を

製造していました。 
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動輪部分。シリンダーが内

側にあって見えない形式で

す。 

 

車軸配置は 0-6-0。いわゆる

C タイプロコですね。 

 

こうしたサドルタンク蒸気機

関車をじっくり見る機会はあ

まりなかったのですが、下回

りなどとにかく整備しにくそう

です。 

 

このステップの形状が往時

のイギリス蒸気機関車を感

じさせるのは自分だけでしょ

うか？ 

 

当然ながらクロスヘッドも

見えません。 

 

リアの雄姿。石炭も大して積

めず、やはり入れ替え用の

機関車との位置づけでしょ

う。 

 

つながっているのが客車。 

 

・・・窓枠が無いのがお分か

り頂けますか？ 

 

実は、この客車、半分壊れ

たような状態なのです。 ち

なみに係の人は「ちょっと補

修中」と言っていました。 

 

つまり、こんな感じ。車体

の外壁半分が取り外され

ていて、中の骨組み部分

が完全にむき出しになっ

ています！  

 

 

これがその反対側。外側は

完璧に整っています。ただ

し・・・。窓枠はあるけど、窓

はありません。この日は大雨

でしたので当然雨がガンガン

入ってきました。・・・でも。反

対にこんな状態でも体験乗

車させてもらえるのはありが

たいことです。ブラジルの融

通さは素晴らしい！ 

 

燃料は薪。確かにそこらへ

んにそうですし。火力は出な

い、との話ですが、短区間

の運転なので支障はないの

でしょう。 

 

これから薪にしようとするい

ろいろな廃材が置いてあり

ました。体験運転が廃材焼

却炉も兼ねている感じで

す。 

 

跨線橋の坂を下りた先が、

切符売り場兼改札です。 

 

これがそのチケット。 

 

客車に入りました。「乗客の

皆様へ 規則に従ってくださ

い。ホームを車で走らないで

ください」とのこと。 

 

車内の様子。ちゃんと窓ガ

ラスがある場所もあります。 

 

ダブルルーフ車です。採光

用の窓があります。 

 

窓とシート。 

 

大雨の日でしたので、雨は

容赦なく吹き込みます。 
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イスは転換式でした。画期的

です。 

 

車内の様子。乗客は 15 人

ほどでした。 

 

窓枠の様子。 

 

窓枠。今までの歴史がしみ

込んでいて、何とも言えな

いいい感じです 

 

こんな様子も、自分にとって

はフォトジェニックな風景。 

 

客車のブレーキは、当然手

動式。 

 

出発準備が整うまで、ここの

運営団体 ABPF: 

Associação Brasileira de 

Preservação Ferroviária”ブ

ラジル保存鉄道協会" 

のボランティアの方が熱く語

ってくれました。 

 

さあ、いよいよ出発です。長

大なホームがあるパラナピ

アカーバ駅の本線ではな

く、引き込み線のようなとこ

ろからの出発です。 

 

下には電化されている現

在の本線を見ながら、例の

大きな橋の下をくぐりま

す。 

 

現行のラック式路線を横目

に見ながら進みます。 

 

新線の第５機械棟の横を

進みます。 

 

木造の荷物車らしき車両

の横には・・・。 

 

当時は最新式だったであ

ろう運転台別室のディーゼ

ルカーがありました。 

 

ボイラー棟のそばの大き

な穴のような施設。 

 

蒸気エンジンを動かすのに大量

の水が必要だったと考え、おそら

く貯水池だったのでは、と予想し

ます。 

 

車内から見た新線用第５機

械棟。 

 

 

解説の方は ABPF のボラ

ンティア。熱く、簡潔にここ

の解説をしていました。 

 

運転終了後の整備中で

す。 

 

日本なら「撮影禁止」と言

われそうな場所ですが全く

問題なし。「もっと撮って」と

言われそうな感じ。 

 

SL 列車の客車と、駅構内全景。 

 

週末・休日に運転しているよ

うです。もし行けるようでした

らぜひ体験してください。 

 

そのＳＬ列車にけん引され

ている木造客車。この写真

でみるとまともに見えます

が、実は反対側は・・・、  

 

MRS(MRS Logística)の 

EMD（Electro-Motive 

Diesel） GM SD40-2 かな

ぁ。 

 

詳しくないので全然分かりま

せん。形状からすると EMD

（Electro-Motive Diesel）製

の 6 軸なので SD40 系か

と。 

 

3000 馬力を重連・・・。ここ

からブラジル内陸に何千キ

ロも走るわけですし、スケー

ルが違うなあと思います。 
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えっと・・・。入れ替え機です

が・・・。 

 

製造会社や形式などよくわ

かりません。もしかするとこ

れが、日立製作所の「電気

式ディーゼル機関車」でし

ょうか？  

 

駅構内には多数の貨車が。 

 

おそらく鉄鉱石を船に運び

終わって、内陸方面に戻る

車両だと思います。 

 

それにしても、超大量です。 

 

日立製作所がスイスの SLM

の技術供与も受けつつ製造

した車軸配置 Bzz'Bzz'の大

型ラック式電気機関車 2000

形だと思われます。 

 

日立が主体だったのは数

年前まで。現在の主力

は・・・ 

 

このより鮮やかな青い車

体。この区間のために設

計、製造された・・・ 

 

連続定格牽引力 540kN、定

格牽引力 730kN、重連時

104 パーミルで 850t の牽引

が可能な世界最高出力、最

大の牽引力を持つ電気機関

車の・・・ 

 

シュタッドラー He4/4 形

(Stadler He 4/4)電気機関

車です。 

 

台枠上面高 1500mm、ボン

ネット高 3945mm、運転室屋

根高 4600mm と極めて大型

の車体。 

 

電気機関車 7 両（+オプショ

ン 3 両）で、6000 万スイス

フラン(約 60 億円)だそう

な。2012 年より導入されて

います。

 

ボンネット前端部に強制空

冷式の抵抗器、その後部の

前頭部を見て右側に主制御

器 3 基、左側に付属する機

器類、その後部に主電動機

冷却用の大型の送風機と補

機類の配置となっていて、側

面と前面は冷却気導入口の

ルーバーを除いてほぼ全面

が開戸式の点検扉となって

いるそうです。 

 

回生ブレーキを装備し、省エ

ネにも貢献しているとのこ

と。 

 

【廃車体について】 

 

様々な廃車体が見られま

す。展示しようとして朽ちて

いったのか、単なる放置な

のかは不明です。 

 

駅近くにあるこの車両。お

そらくプッシュプル方式の

ディーゼルカーです。かつ

てはきれいな列車だったの

でしょう。 

 

車体中央にデッキがあり、

しかも、客車の運転台側

半室は一等席だったよう

に推察します。 

 

体験 SL に乗っていた時、並走

する線路にあった金属製の車

体。 

 

右側の線路を SL が走っ

ていきます。 
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単なる客車にしては優美

な形を持ちますが詳細は

不明です。 

 

帰りにもう一度全面を見た

ら機構部分と運転台があり

ました。どうやら先進的な

ディーゼルカーだったようで

す。 

 

運転台部分だけ、別室に

なっているディーゼルカ

ー。確かに昔この部分が

蒸気機関になっている蒸

気客車を図鑑で見たこと

があります。そのディーゼ

ルカー版ですね。 

 

上の客車のそばにあった荷物車

と思われる車体。木造製ながら

比較的新しいもののようです。 

 

そうそう巻き上げ機棟のそ

ばには救援車らしきもの

がありました 

 

その近くには近代的な全

金属製の客車も放置して

ありました。窓の改造もさ

れていますので、何か別

の用途にしていたのかもし

れません。 

 

駅構内の反対側、つまり英

国人村近くのターンテーブ

ル方面に向かうと・・・・ 

 

新線でブレーキ車として活

躍した「ロコブレーキ 

Locobreque」が多数放置

されていました。 

 

「ロコブレーキ Locobreque」は、

ケーブルと客車・貨車をつなぎと

めるだけでなく、ケーブルの無い

区間は列車本体をつぎのケーブ

ル区間まで移動させる役目も持

つ「自走できるブレーキ車」。 

 

広場にそのまま放置され

ていました。 

 

広場へは自由に立ち入り

してもよさそうな感じでした

ので、近くによって撮影で

す。0-4-0 の配置のいわ

ゆる B タンクロコですね。 

 

これが貴重なものであるこ

とは、この鉄道の管理者も

分かっていて、いずれ活用

しようとしたのでしょうか？  

 

ただでさえ霧の多いここの

場所では、金属の腐敗は

かなり早く進みます。1900

年代の鉄の塊はもはや原

型が分からないほど朽ち

ていってしまいます。 

 

金属製の貨車の廃車体もありま

した。 

 

そんなに古くもなく、価値

がありそうでもなく・・・。単

なる放置なのかもしれませ

ん。 

 

この木造貨車には RFFSA

のマークが。 

 

電気機関車の廃車体もあ

りました。 

 

日本で言うならば ED75 の

ような 4 軸機関車です。 

 

詳細は不明ですが、非電化区間

が基本のこの国では、立派な機

関車だったんだと思います。 

 

この貨車は・・・ごみと一緒

にあるので、単なる放置な

のかも 
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 確かに傍目に見ても、さびて朽ち落ちた車体群でしたので、妥当な処分だとは思いますが・・・。100 年前の車体も含まれていましたので「もしかするとどこか

に展示しよう」と思っていたかもしれないと考えると非常に残念に思います。仕方ないと分かってはいますが。 

【アクセス】 では、車でここまで来る場合の標識 

 

パラナピアカーバの看板。

ちゃんと史跡マークがつい

ています。 

 

海岸山脈に近づいてきました。

ひとつ前のヒベイラン・ピレス

Ribeirão Pires の町の入り口

です。 

 

さあ、パナパピアカーバのあ

る町、ヒオ・グランデ・ダ・セー

ハ Rio Grande da Serra に着

きました。 

 

パラナピアカーバは一応、

史跡・観光地なのでこうい

った看板も整備されていま

す。ただし、劣化していてよ

く読めないのが残念・・・。 

 

帰り道に見た CPTM10 号

線。正直言って、治安は

良くないです。利用の際

はお気をつけて。 

 

現在の事業者 MRS の看

板。貨物列車運行会社で

す。 

 

旧パラナピアカーバ駅前の「関

係者以外駐車禁止」の看板 

   

 

 

 

 

客車群もありました。 

 

鋼鉄製の貨車ですね。日本

で言えばワキ 5000 のよう

な有蓋貨車です。 

 

ということで、まともに動け

る客車は体験 SL のダブル

ルーフ木造客車くらいしか

ありませんでした。 

 

筆者はこの場所に、2013 年

の 1 月と 2013 年の 12 月の

２回訪れているのですが、実

は２回目の訪問の時、衝撃

的な光景を目にしました。 

 

なななななななんと、上術し

た廃車体の多くが、重機に

よって解体されている解体

作業中だったのです！ 

 

ヤードを北側から見た所。

いままで廃車体の尻尾が

見えた場所に黄色の重機

と、金属くずの山が・・・・。 

 

まさに今、「解体していま

す」と言うところ・・・。 

 

中途半端に破壊途中の客

車と思われるもの。 

 

いままで貨車と客車があった

場所が、ガレキの山になって

いました・・・。 

 

電気機関車だけは、ポツン

と残されていました。保存す

るためなのか、壊しにくいか

ら、後で破壊するつもりな

のか分かりませんが・・・。 
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